
わたしたち誠和会は、医療の質の向上および
患者さんへのサービス向上を実現すべく、
積極的な努力を継続しています。

医療法人社団 誠和会
社会福祉法人 誠和会
10事業所
ISO9001: 2008認証取得
（ただし、すみれの花、荒江の家、
けやき別館、まきの木、なでしこ、
善哉を除く）

誠和会通信
医療法人社団 誠和会／社会福祉法人 誠和会「誠実」「信頼」「継続」
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ご
家
庭
で

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

レ
シ
ピ

モ
ン
ゴ
ル
首
都
圏
と

地
方
の
健
康
調
査

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス

喫
煙
は
病
気
!? 

タ
バ
コ
に
よ
る
影
響

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス

フ
レ
イ
ル
と

糖
尿
病

要
介
護
予
備
軍

6

12

お
遍
路
日
記
再
び

第
十
五
番 

観
音
寺
20

ご
挨
拶
2

8

料
理
を
し
よ
う

〜
小
松
菜
炒
め
の
作
り
方
〜

2

10

願
い
叶
え
16

行
事
報
告
14

 

行
事
報
告
14

海
外
研
修
報
告

足
の
ト
ラ
ブ
ル
を

予
防
し
よ
う

フ
ッ
ト
ケ
ア

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
！ 「

秋
祭
り
」を

開
催
し
ま
し
た

「
秋
祭
り
」を

開
催
し
ま
し
た

お
遍
路
日
記
再
び

第
十
四
番 

三
井
寺
16

13

2

増
加
し
つ
つ
あ
る

梅
毒

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス

特
集

8

12

お
酒
と
上
手
に

付
き
合
う
に
は

栄
養
科
だ
よ
り

12

14

福
祉
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た

福
祉
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
16

ご自由にお持ち帰りください。

パステルシャインアート 春の風景



な
ぜ
予
防
す
る
の
か
？

Step. 1

な
ぜ
起
こ
る
の
か
？

Step. 2

よ
く
観
察
し
ま
し
ょ
う

Step. 3

足の先からミイラ化した状態

足の裏の魚の目

タコ 巻き爪 爪肥厚

ひび割れ 爪白癬

糖尿病患者

要介護状態

寝たきり、閉じこもり

高 齢 者

糖尿病性神経障害
による「痛み」や「熱さ」
などの感覚の麻痺

巻き爪などの爪の
トラブルや、タコや魚の目
などの角質のトラブルで
足に痛みが出る

足のケガや火傷、
靴擦れ、小さな傷などに
気づかず症状の悪化

痛みを緩和できる体勢
でのバランスを崩した
歩行による膝、腰など
他の部分への負担

身体の不調により、
外出に対する意欲減退

潰瘍や壊疽へと
病状の進行

※足は壊疽になりやすい

足を使わないことでの
筋力低下による転倒
リスク向上

壊疽悪化

足の切断
転倒
・
骨折

フ
ッ
ト
ケ
ア

誠
和
会 

牟
田
病
院

足
の
ト
ラ
ブ
ル
を

予
防
し
よ
う

糖
尿
病
チ
ー
ム

特 

集

　
高
齢
に
な
る
と
身
体
が
動
き
に
く
く
な
り
、自
分
自
身
の
足
の
手

入
れ
が
で
き
ず
、す
る
気
力
も
低
下
す
る
た
め
、足
の
病
気
に
気
づ
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
、

　
●
血
行
障
害

　
　
●
神
経
障
害

　
　
●
感
染
症

な
ど
の
合
併
症
に
よ
り
、タ
コ・
巻
き
爪
・
水
虫
・
乾
燥
・
ひ
び
割
れ
な

ど
が
起
こ
り
や
す
く
重
症
化
し
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、小
さ
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
毎
日
の
フ
ッ
ト
ケ

ア
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
は
「
歩
く
」
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
お

り
、
歩
け
る
か
歩
け
な
い
か
で
生
活
の
質
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
神
経
障
害
の
合
併

症
か
ら
、
足
の
病
気
に
な
り
や
す
く
、
最
悪
の
場
合
切
断

の
危
険
も
伴
い
ま
す
。

  

高
齢
者
の
場
合

●�

シ
ル
バ
ー
カ
ー
や
杖
歩
行

 

　
←

●�

車
椅
子

 

　
←

●�

寝
た
き
り

と
介
護
度
は
増
し
て
い
き
足
の
手
入
れ
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

  

糖
尿
病
患
者
の
場
合

●�

血
行
障
害

●�

神
経
障
害

●�

感
染
症

の
3
つ
が
原
因
で
、
血
行
障
害
が
あ
れ
ば
足
の
先
か
ら
ミ

イ
ラ
化
し
て
い
き
ま
す
。

神
経
障
害
が
あ
れ
ば
足
底
の
ト
ラ
ブ
ル
が
比
較
的
多
い

で
す
。

よ
く
見
か
け
る
足
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

次のページは
足のお手入れ
方法です。

2誠 和 会 通 信3



足
を
洗
い
ま
し
ょ
う

Step. 4

爪
の
切
り
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

Step. 5

終
わ
り
に

Step. 6

良い例 悪い例

○ 長すぎる 短すぎる 爪の角を短く
切りすぎている

●�

長
さ

�
�

爪
が
引
っ
か
か
ら
な
い
程
度

●�

爪
の
先
端

�

真
っ
直
ぐ
に
切
る

●�

爪
の
角

�

少
し
だ
け
切
り
落
と
す

爪
が
割
れ
る
危
険
性
が
高
く
︑

割
れ
て
し
ま
う
と
極
度
の
深

爪
に
な
る
こ
と
も
多
く
注
意

が
必
要
︒

指
に
力
が
か
か
っ
た
時
に
爪

が
皮
膚
に
食
い
込
み
︑爪
が
な

い
部
分
に
力
が
十
分
に
伝
わ

ら
ず
︑充
血
や
出
血
︑指
先
の

筋
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
︒

角
を
短
く
切
り
落
と
し
て
し

ま
う
と
︑む
き
出
し
に
な
っ
た

皮
膚
が
徐
々
に
盛
り
上
が
り
︑

後
か
ら
生
え
て
き
た
爪
が
そ

の
部
分
を
刺
激
し
て
痛
み
が

出
て
し
ま
う
︒

足
の
病
気
の
危
険
因
子
に
は
喫
煙
・
高
血
圧
・
糖
尿

病
・
脂
質
異
常
・
慢
性
腎
不
全
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
そ
う
で
な
い
患
者
さ
ん

に
比
べ
、
動
脈
硬
化
が
重
症
化
し
や
す
く
、
治
療
の
た
め

足
を
切
断
す
る
下
肢
切
断
率
は
5
・
10
倍
に
も
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

目
に
見
え
な
く
て
も
左
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
も
の
が

あ
れ
ば
足
の
病
気
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

左
の
図
で
、
良
い
爪
の
形
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

爪
を
切
る
場
合
は
、
爪
の
端
を
切
り
落
と
さ
ず
真
っ
直

ぐ
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
①
石
鹸
を
つ
け
て
足
全
体
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
②�

柔
ら
か
い
素
材
の
タ
オ
ル
で
指
の
間
も
洗
い
ま
し
ょ

う
。

　
③
石
鹸
を
温
水
で
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
④�

水
分
を
よ
く
拭
き
取
り
指
の
間
も
水
分
が
残
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑤�

乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
保
湿
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
ま

し
ょ
う
。

左端が
良い

切り方です

思
い
あ
た
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

日時

場所

参加ご希望の方は受付または外来看護師までお声かけください。
当日のご参加も受け付けております。

「フットケア」をテーマにした
糖尿病教室を開催します。

平成29年 4月22日 土曜  9:30～11:00

牟田病院 会議室

■ 

ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
む
が
休
む
と
治
る

■ 

よ
く
足
に
ケ
ガ
を
す
る

■ 

足
が
火ほ

て照
る

■ 

足
が
冷
え
る

■ 

爪
が
切
り
づ
ら
い

■ 

足
が
つ
る

■ 

こ
む
ら
返
り
が
起
こ
る

■ 

足
が
し
び
れ
る

4誠 和 会 通 信5



平成29年度 診療体制

お気軽にご連絡ください
☎ 092-865-2211

糖尿病

■専門外来

■各種検査

■各種お問い合わせ

� ⃝�糖尿病教室� �糖尿病担当看護師：川尻
� ⃝�フットケア� �外来師長：田島
� ⃝�各種健康診断� �健診担当：原田
� ⃝�その他� �地域連携室：楢崎

担当

担当

担当

担当

■病棟
糖尿病教室のお知らせ

医療法人社団 誠和会 牟田病院 外来師長

糖尿病の方をはじめ、家族に糖尿病の方がいらっしゃる方、糖尿病に興味がある方を対象に半日糖尿病教室
（昼食あり）を行っています。
また、4月からは運動や食事、治療に関することなどについて、各専門のスタッフがテーマ別教室（昼食無し）

を開催しています。

［ 内　容 ］ ［ 担　当 ］
● 糖尿病とは、合併症について ● 医師
● 日常生活について ● 看護師
● 薬物療法 ● 薬剤師
● 検査について ● 臨床検査技師
● 運動療法 ● 理学療法士、健康運動指導士
● 食事療法 ● 管理栄養士

半日
糖尿病教室

（昼食あり）
10:00～13:00

テーマ別
糖尿病教室

（昼食なし）
9:30～11:00

☎ 092-865-2211

● 4月 フットケア
 （担当：看護師）

● 5月 痩せやすいカラダ作り
 （担当：管理栄養士、理学療法士、健康運動指導士）

● 6月 インスリン注射・自己血糖測定について
 （担当：薬剤師、臨床検査技師）

ご予約や開催日については、下記までお問合せください

※食事の準備等の都合があるため

1週間前までに予約が必要です

※当日の受付も可能

原則、予約が必要です

2F�医療療養病棟� 60床
3F�一般病棟� 60床
4F�回復期病棟� 回復期リハビリテーション病床33床
� � 地域包括ケア病床�10床

内視鏡（胃・大腸）、透視（胃・大腸）、超音波（腹部・心臓・他）、CT、MRI、
骨密度測定器（DXA）、体成分分析装置（InBody）

非常勤：� ①九州大学病院�第三内科学教室、②福岡大学糖尿病教室、
� � ③福岡大学病院�呼吸器科学教室、④福岡大学病院�神経内科学教室

名和田�新、藤原�裕矢、柳田�育美�
伊賀上�恵子②、大迫�智弘②、木村�真一郎①、高橋�弘幸②、武田�由美②、�
野田�智弘②、野見山�崇②、藤村�由貴②

倉持均フットケア 名和田�新、牟田和男内分泌
藤原�裕矢心療内科 合馬�慎二④、竹下�翔④脳神経内科
中嶋�康博①血液・膠原病 合馬�慎二④、竹下�翔④物忘れ
吉田�祐士③禁�煙 永井�哲骨粗鬆症

6誠 和 会 通 信7



梅
毒
は
多
く
の
先
進
諸
国
同
様
、
日
本
で
も
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
た
め
、
昔
の
病
気
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

原
因
は
、
風
俗
産
業
の
多
様
化
や
、
不
特
定
多
数
で
の

性
行
為
が
増
加
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

実
際
の
と
こ
ろ
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
今
後

の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

梅
毒
は
、「
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
」
と
い
う
細
菌
に
よ
っ

て
発
生
す
る
感
染
症
で
す
。
も
っ
と
も
多
い
感
染
経
路
は

性
行
為
で
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
が
皮
膚
や
粘
膜
の
小
さ

な
傷
口
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
が
感
染
し
て
い
る
と
、
胎
児
に
母
子
感
染
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
「
不
治
の
病
」
と
し
て
非
常
に
恐
れ
ら

れ
て
い
た
病
気
で
す
が
、
現
在
は
治
療
薬
が
発
達
し
完
治

す
る
病
気
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
性
感
染
症
に
は
梅
毒
、
淋
病
、
ク
ラ
ジ
ミ

ア
、
H
I
V
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
感
染
症
調
査

で
は
梅
毒
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
梅
毒
と
い
う
病

気
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
2
〜
3
年
の
感
染
者
の
特
徴
が
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
。な

ど
が
特
徴
で
、
感
染
者
発
生
率
は
福
岡
県
の
場
合
、

東
京
の
5
分
の
1
、
大
阪
の
3
分
の
1
く
ら
い
の
発
生
率

の
よ
う
で
す
。

⃝�

感
染
者
の
約
3
割
が
女
性
で
あ
り
、
20
代
の
女
性
の
感

染
者
の
増
加
が
目
立
つ

⃝�

も
と
も
と
男
性
同
性
間
で
の
感
染
が
多
か
っ
た
も
の
が
、

男
女
異
性
間
で
の
感
染
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

⃝�

地
域
に
よ
る
発
生
率
の
差
が
大
き
く
、
東
京
都
な
ど
の

大
都
市
が
極
端
に
発
生
率
が
高
い

　
し
か
し
昨
年
1
年
間
の
患
者
報
告
数
が
4
5
1
8
人
に

上
っ
た
こ
と
が
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
集
計
で
分
か
り

ま
し
た
。
4
0
0
0
人
を
超
え
た
の
は
1
9
7
4
年
以
来

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

2
0
0
0
年
〜
2
0
1
0
年
は
年
間
9
0
0
例
未
満
の

総
報
告
数
で
し
た
が
、
2
0
1
0
年
以
降
は
毎
年
前
年
よ

り
継
続
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
以
降
は
年

間
1
0
0
0
例
以
上
と
な
り
、
2
0
1
5
年
は
2
2
1
1

例
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

梅
毒
と
は

こ
こ
数
年
の
感
染
者
の
特
徴

増
え
る
梅
毒

原
因

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
ピ
ッ
ク
ス

増
加
し
つつ
あ
る
梅
毒

性
感
染
症
に
つ
い
て泌

尿
器
科
部
長

　
國
武 

剛

誠
和
会 
牟
田
病
院

※厚生労働省性感染症報告数年次推移、国立感染研究所のデータを基に作成

梅毒感染患者数年次推移

H17年
0

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

女性
男性
総数

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

543 637 719 827 691 621 827 875
1,228

1,661

2,697

4,518人

平成28年は
速報データ

約1.6倍
前年の

※厚生労働省性感染症報告数年次推移を基に作成

平成26年と平成16年の年代別感染者数比較

0 200 400 600 0 200 400 600

平成16年 平成26年 平成16年 平成26年

19歳以下

20代

30代

40代

50代

60歳以上

19歳以下

20代

30代

40代

50代

60歳以上
男性40代

約6.5倍
女性20代

約10倍

男性 女性

8誠 和 会 通 信9



國
武 

剛  

医
師

【
資
格
認
定
】 

医
学
博
士

　
　
　
　
　 

日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門
医

【
所
属
学
会
】 

日
本
泌
尿
器
科
学
会

梅
毒
と
は
対
照
的
に
、
他
の
性
感
染
症
は
増
加
し
て
い

ま
せ
ん
。
感
染
者
の
数
で
は
圧
倒
的
に
多
い
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
と
淋
菌
感
染
症
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

他
の
観
測
感
染
症
の
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー

マ
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
H
I
V
感
染
者
の
数
も
こ
こ
10
年
く
ら
い
は
横

ば
い
状
態
に
あ
り
、
そ
の
大
半
は
男
性
の
よ
う
で
す
。
お

そ
ら
く
、
若
年
者
の
性
活
動
自
体
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
、
リ
ス
ク
の
あ
る
性
活
動
を
回
避
す
る
傾
向
に
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

梅
毒
は
感
染
し
て
す
ぐ
に
は
症
状
は
出
ず
、
約
3
週
間

後
か
ら
発
症
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
性
器
や
唇
な
ど
に

し
こ
り
や
た
だ
れ
が
起
き
、
進
行
す
る
と
全
身
に
赤
い
発

疹
が
で
き
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
麻
痺
な
ど
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
は
感
染
後
の
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
状

態
に
分
か
れ
ま
す
。

梅
毒
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
は
医
師
に
よ
る
診
察
と
、

血
液
検
査
で
判
断
し
ま
す
。
ど
の
医
療
機
関
で
も
検
査
は

可
能
で
す
が
、
第
一
期
の
最
初
の
数
週
間
は
抗
体
検
査
を

し
て
も
陽
性
反
応
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染
し

て
か
ら
十
分
な
期
間
（
約
3
週
間
）
を
お
い
て
、
検
査
結

果
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
梅
毒
は
徐
々
に
重
症
化
す
る
病
気
で
す
。

症
状

検
査

⃝�

第
一
期
梅
毒
（
感
染
後
約
3
週
間
）

　�

感
染
し
た
部
位
（
陰
部
、
口
腔
内
等
）
に
し
こ
り
が
で

き
、
股
の
付
け
根
部
分
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
ま
す
。

　�

痛
み
が
な
く
数
週
間
で
自
然
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

⃝
第
二
期
梅
毒
（
感
染
後
数
か
月
）

　�

治
療
せ
ず
3
か
月
以
上
を
経
過
す
る
と
病
原
体
が
広
が

り
、
手
足
や
体
全
体
に
赤
い
発
疹
が
出
ま
す
。
数
週
間

で
消
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
再
発
を
繰
り
返
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

⃝
潜
伏
梅
毒
（
第
二
期
の
後
）

　�

血
清
梅
毒
反
応
が
陽
性
で
す
が
、
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
期
に
再
移
行
し
て
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⃝
神
経
梅
毒
（
第
一
期
か
ら
）

　�

梅
毒
は
早
期
か
ら
中
枢
神
経
に
侵
入
し
ま
す
。
髄
膜
炎

の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⃝
第
三
期
（
感
染
後
数
年
）

　�

皮
膚
や
筋
肉
、
骨
な
ど
に
ゴ
ム
の
よ
う
な
腫
瘍
が
発
生

し
、
心
臓
、
血
管
、
脳
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

梅
毒
は
診
断
が
下
れ
ば
治
療
は
比
較
的
容
易
で
す
が
、

早
期
か
ら
神
経
梅
毒
を
発
症
し
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
予
防
に
は
、
1
0
0
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ン
ド
ー
ム
に
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
罹
患
率
の

高
い
層
に
対
し
て
、
予
防
の
重
要
性
を
含
め
て
情
報
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

お
わ
り
に

［
著
者
紹
介
］

國武医師の診察日
　 月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○
※厚生労働省性感染症報告数年次推移を基に作成

梅毒以外の感染患者数年次推移

H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
クラミジア

淋菌感染症

性器ヘルペス

尖圭コンジローマ
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カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
は
野
菜
の
な
か
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
の
に
必
須

で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
栄
養
素
で
す
が
、
小
松
菜
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
含
有

量
が
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
３
倍
（
1
0
0
g
あ
た
り
）

以
上
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
表
格
の
牛
乳
よ
り
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
・
ビ

タ
ミ
ン
C
が
豊
富
な
の
で
風
邪
の
予
防
や
肌
の
調

子
を
整
え
る
の
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 体

内
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
わ
る
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ

ン
や
、
ビ
タ
ミ
ン
E
な
ど
を
多
く
含
む
緑
黄
色
野

菜
（
に
ん
じ
ん
・
ピ
ー
マ
ン
・
ほ
う
れ
ん
草
・
小
松

菜
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
）
は
熱
に
強

く
、
特
に
油
で
調
理
す
る
と
吸
収
が
よ
く
な
る
た
め
、

炒
め
物
な
ど
が
向
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
色
鮮
や
か
な
野
菜
は
、
自
然
の
中
で
自
ら

を
光
な
ど
か
ら
守
る
抗
酸
化
作
用
が
備
わ
っ
て
い
る

た
め
、
調
理
に
も
強
く
、
食
べ
た
後
も
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
効
果
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

野
菜
炒
め
は
比
較
的
簡
単
に
調
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
。
旬
の
野
菜
を
使
い
効
率

よ
く
栄
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

料
理
は
献
立
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
材
料

の
準
備
、
作
業
の
段
取
り
な
ど
頭
を
つ
か
う
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、「
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
」「
切
る
」「
炒
め
る
」

「
味
を
調
え
る
」「
盛
り
つ
け
る
」
な
ど
味
覚
、
触
覚
、

視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
と
い
っ
た
五
感
を
す
べ
て
使
い

ま
す
。

料
理
を
行
う
様
々
な
工
程
の
中
で
脳
の
血
液
の
流

れ
が
増
え
、
脳
が
活
発
に
な
り
、
脳
の
各
領
域
が
ま

ん
べ
ん
な
く
刺
激
さ
れ
る
こ
と
で
、
脳
が
活
性
化
さ

れ
ま
す
。

４
月
に
な
り
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
日
の
食
事
は
身
体
の
基
本
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
で
総
菜
や
お
弁
当
を
買
う
の
で
は
な
く
、

ぜ
ひ
料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

春

夏冬

秋

料
理
を
し
よ
う

～
小
松
菜
炒
め
の
作
り
方
～

料
理
で
脳
を
活
性
化

野
菜
の
栄
養
を「
炒
め
て
」取
る

小松菜は５～６㎝程
度・パプリカは細切り・
ベーコンは0.5㎝角に
切る。

作
り
方

オリーブオイルを熱した
フライパン全体に行き渡
らせ、小松菜以外をフラ
イパンに入れ炒め、ある
程度火が通ったら小松
菜を入れ、さっと炒める。

塩とこしょうで味付けを
し、味見をしながら味
を調える。
皿に盛り付けたら完成。

菜
の
花
、キ
ャ
ベ
ツ
、

ア
ス
パ
ラ
、竹
の
子
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

れ
ん
こ
ん
、し
め
じ
、

し
い
た
け
、ま
い
た
け
、

さ
つ
ま
芋

小
松
菜
、ニ
ラ
、

ほ
う
れ
ん
草
、ネ
ギ

ゴ
ー
ヤ
、な
す
、

ピ
ー
マ
ン

材料（４人分）
小松菜 ３～４束
赤パプリカ １個
黄パプリカ １個
ベーコンブロック（スライスでも可）
オリーブオイル （適量）
塩・こしょう （適量）

医
療
法
人
社
団 

誠
和
会 

牟
田
病
院

管
理
栄
養
士 

萱
嶋 

裕
美

● 

炒
め
て
美
味
し
い
旬
の
野
菜

小
松
菜
炒
め

﹇
小
松
菜
﹈

１人分
211kcal
塩分 0.8g

❶❷❸
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今
回
は
、
室
内
で
作
っ

た
お
や
つ
や
、
工
作
等

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

現
在
は
、
建
物
全

体
に
囲
い
が
で
き
、

各
階
の
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
新

病
院
完
成
ま
で
残

り
約
半
年
。
出
来

上
が
り
が
楽
し
み

で
す
。

球
状
に
し
た
土
に
ミ

ニ
観
葉
植
物
を
植

え
、
苔
を
巻
い
て
作
る
、

今
人
気
の
園
芸
で
す
。

み
な
さ
ん
好
み
の
苔

玉
を
作
っ
て
ご
自
宅

に
持
ち
帰
ら
れ
ま
し

た
。

パ
ス
テ
ル
を
粉
状
に
削
り
、

コ
ッ
ト
ン
を
使
っ
て
描
く

方
法
。

み
な
さ
ん
素
敵
な
春
の

風
景
を
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。

昨
年
6
月
よ
り
着
工
し
た
新
病
院
の
建
築
進
捗

状
況
を
定
点
撮
影
で
お
伝
え
し
ま
す
。

皆
で
お
や
つ
作
り
を

行
い
、
可
愛
く
で
き

た
お
ひ
な
様
の
パ
ン

ケ
ー
キ
を
い
た
だ
き

な
が
ら
歌
を
唄
っ
て

楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

行
事
報
告

早良街道側から撮影

今回の表紙に
使わせていた
だきました。

新
病
院
建
築
進
捗
状
況

新
病
院
完
成
ま
で
残
り
約
６
か
月

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ま
で
あ
と
1
年

●
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ひ
い
ら
ぎ

●
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
花
み
ず
き

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

す
み
れ
の
花

﹁
ひ
な
祭
り
﹂

﹁
苔
玉
作
り
﹂

﹁
パ
ス
テ
ル

シ
ャ
イ
ン
ア
ー
ト
﹂

6/18

7/30

8/20

9/17

10/22

11/12

12/24

1/21

2/18

3/25



今
回
の
札
所
は
大
津
の
三
井
寺
で
あ
る
。

全
般
に
西
国
札
所
は
四
国
に
比
し
て
立
派
な

お
寺
が
多
い
と
以
前
書
い
た
が
、
こ
の
三
井

寺
は
中
で
も
最
高
ク
ラ
ス
の
寺
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
は
七
世
紀
に
遡
る
。
六
六
七
年

天
智
天
皇
は
大
津
に
遷
都
し
た
。
天
智
没
後

の
権
力
闘
争
で
あ
る
壬
申
の
乱
に
敗
れ
た
大

友
皇
子
を
父
ゆ
か
り
の
地
に
祀
っ
た
の
が

こ
の
寺
の
起
こ
り
と
い
う
。
正
式
名
称
は

園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
と
い
う
そ
う
で
あ
る
。
東
大
寺
、
清

水
寺
と
い
っ
た
そ
の
地
を
代
表
す
る
大
伽
藍

と
肩
を
並
べ
る
名
刹
の
一
つ
な
の
だ
。
歴
史

が
長
い
だ
け
に
話
題
に
は
事
欠
か
ず
、
平
家

物
語
に
も
登
場
す
る
と
い
う
し
、
謡
曲
に
も

三
井
寺
が
あ
る
。

構
え
も
勿
論
壮
大
で
、
堂
々
た
る
大
門
を

入
り
、
金
堂
の
前
に
立
つ
と
、
大
き
な
屋
根

が
目
を
引
く
。
檜
皮
葺
き
の
美
し
い
曲
線
を

持
つ
屋
根
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
秀
吉
の

正
妻
、
北
の
政
所
の
再
建
に
よ
る
も
の
と
い

う
。
看
板
に
は
国
宝
と
な
っ
て
い
た
。
展
望

所
か
ら
大
津
の
町
と
琵
琶
湖
も
一
望
で
き
る
。

境
内
の
鐘
楼
に
「
三
井
晩
鐘
」
と
い
う
看

板
が
あ
る
。
三
井
寺
の
鐘
は
音
色
が
良
い
こ

と
で
有
名
ら
し
い
の
で
、
三
井
の
晩
鐘
と
は

夕
方
の
鐘
が
趣
あ
る
音
を
出
す
こ
と
を
い
う

の
か
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な
く
、
鶴
の

恩
返
し
な
ら
ぬ
龍
の
恩
返
し
と
で
も
い
う
べ

き
伝
説
が
あ
る
か
ら
と
後
で
知
っ
た
。

平
成
28
年
10
月
27
日
木

三井の晩鐘

琵琶湖と大津の町が一望できる

16誠 和 会 通 信17

牟
田
和
男

正
木
　
康

( 19 )

逢
坂
の

山
に
た
だ
よ
う

う
な
ぎ
の
香

旨
け
り
ゃ
い
い
な

語
る
手
に
酒

第
十
四
番 
三
井
寺

︵

︶



も
ら
っ
て
喜
ぶ
と
も
思
え
な
い
の
に
真
剣
に

吟
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
じ
ら
し
い
。
暫

く
あ
れ
こ
れ
や
っ
て
い
た
が
、
や
っ
と
決
め

た
ら
し
く
、
に
こ
に
こ
顔
で
出
て
き
た
。

帰
り
道
、
京
都
に
向
か
っ
て
い
る
と
、「
日

本
一
の
う
な
ぎ
」
と
大
書
し
た
大
看
板
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
宣
伝
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
自
ら
日
本
一
と
名
乗
っ
て
愧
じ
な

い
の
は
無
神
経
な
の
か
傲
慢
な
の
か
。
そ
も

そ
も
何
の
根
拠
を
も
っ
て
日
本
一
と
言
え
る

の
か
。
い
さ
さ
か
呆
れ
て
し
ま
う
も
の
の
、

我
々
の
西
国
め
ぐ
り
も
全
く
の
手
前
勝
手
で
、

こ
の
連
載
に
し
て
も
自
画
自
賛
に
過
ぎ
な
い

が
、
せ
め
て
許
せ
る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
中

身
で
あ
り
た
い
も
の
だ
と
妙
な
と
こ
ろ
で
反

省
し
た
。

 

（
康
）

こ
の
あ
た
り
は
か
の
有
名
な
逢
坂
の
関
の
す

ぐ
そ
ば
で
、
人
影
も
ま
ば
ら
な
一
帯
で
あ
る

し
、
ほ
か
に
こ
れ
と
い
っ
た
店
も
な
い
。
鰻

は
ち
と
高
い
気
が
す
る
が
入
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

「
か
ね
よ
」
と
い
う
そ
の
店
は
、
う
な
ぎ

専
門
店
に
し
て
は
大
規
模
で
、
道
路
を
挟
ん

で
数
棟
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
よ
ほ
ど
の

客
足
が
な
け
れ
ば
成
り
立
つ
ま
い
が
、
こ
ん

な
辺
鄙
な
場
所
に
あ
る
の
に
現
に
こ
う
し
て

営
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
美
味
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
構
え
も
立
派
で
鰻
屋
と

い
う
よ
り
料
亭
風
で
あ
る
。

鰻
は
待
ち
時
間
の
長
さ
が
重
要
で
、
長
す

ぎ
た
ら
イ
ラ
イ
ラ
す
る
し
、
か
と
い
っ
て
短

す
ぎ
て
も
有
難
味
が
な
い
。
昔
か
ら
待
つ
間

の
一
杯
を
愛
で
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。

こ
の
店
は
そ
の
点
丁
度
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

出
て
き
た
。
博
多
の
老
舗
吉
塚
う
な
ぎ
に
比

べ
る
と
や
や
辛
め
だ
が
、
味
も
な
か
な
か
の

も
の
だ
。
半
信
半
疑
で
入
っ
た
が
、
け
っ
こ

う
い
い
味
だ
と
い
う
こ
と
で
二
人
と
も
一
致

し
た
。
し
か
し
こ
れ
な
ら
日
本
一
だ
と
素
直

に
納
得
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。

食
べ
終
わ
っ
て
一
服
し
て
い
る
間
に
店
の

パ
ン
フ
を
見
て
い
た
。
す
る
と
そ
こ
に
、
昔
、

詩
人
の
野
口
雨
情
が
こ
の
店
で
食
べ
た
際
、

味
を
気
に
入
っ
て
日
本
一
と
褒
め
た
と
あ
る
。

答
え
は
こ
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件

を
店
が
宣
伝
文
句
に
利
用
し
た
と
い
う
わ
け

だ
。他

薦
で
あ
れ
ば
許
せ
る
気
に
も
な
る
。

納
経
所
は
本
堂
か
ら
ず
っ
と
奥
に
行
っ
た

観
音
堂
に
あ
っ
た
。
三
井
寺
は
比
叡
山
の
延

暦
寺
と
双
璧
を
な
す
天
台
宗
寺
院
で
、
本
尊

は
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
。
観
音
信
仰
は
、
お
そ

ら
く
も
っ
と
時
代
が
下
が
っ
て
か
ら
な
の
で
、

札
所
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
ち
ら
は
瓦
葺
き
で
二
重
の
、
や
は
り
堂
々

た
る
建
物
で
あ
っ
た
。

型
ど
お
り
朱
印
を
も
ら
う
と
、
例
に
よ
っ

て
相
棒
は
土
産
売
り
場
で
品
定
め
を
始
め
た
。

も
と
も
と
の
蒐
集
趣
味
も
あ
る
が
、
こ
の
と

こ
ろ
孫
に
夢
中
の
彼
は
、
孫
用
の
お
守
り
を

選
ん
で
い
る
ら
し
い
。
ま
だ
幼
児
な
の
で
、

北
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WC

WC

WC

WC

大門
（仁王門）

釈迦堂
（食堂）

金堂
鐘楼

（三井の晩鐘）

毘沙門堂
水観寺
（西国薬師 
第四十八番札所）

護法善神堂

レストラン風月

教待堂

大津市
伝統芸能会館

円満院

大津市
歴史博物館

光浄院客殿

覚勝院

普賢堂上光院

三井寺霊園

法泉院

円宗院

宝寿院

万徳院

本寿院（ながら茶房）

龍泉院

行者堂

三尾神社
百体観音堂

十八明神社

天台寺門宗
宗務本所

勧学院客殿

観音堂
（西国第十四番札所）

閼伽井屋

一切経蔵

唐院
（大師堂・潅頂堂・

三重塔）

微妙寺
（湖国十一面観音

第一番札所）

霊鐘堂
（弁慶鐘）

参拝順路 その他

鰻に玉子焼きがついているのが珍しい

瓦葺きの観音堂

金堂
仰いで撮ったので屋根の曲がりが強調されているが、

実際はもっと上品な曲線である。
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当
院
で
は
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
患
者
さ
ん
の
権
利
と
義
務
を
左
記
の
よ
う
に
定
め
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て

●
適
切
な
医
療
を
安
全
で
平
等
に
受
け
る
権
利

●
病
院
や
治
療
内
容
に
つ
い
て
充
分
な
説
明
を
受
け
治
療
方
法
を
選
択
す
る
権
利

●
自
身
の
診
療
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
知
る
権
利

●
個
人
情
報
が
守
ら
れ
る
権
利

春

●
自
身
の
病
状
や
既
往
歴
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
義
務

●
診
療
に
協
力
す
る
義
務

●
病
院
の
規
則
を
守
る
義
務

﹇
権
利
﹈

﹇
義
務
﹈

月 火 水 木 金 土

内　        科

午前

藤原 本多 柳田 牟田正 藤原 名和田
牟田 牟田 牟田 白井 牟田 （牟田）
名和田 南條 南條 野田② 南條 本多
牟田正 牟田正 合馬⑤ 竹下⑤ 本多 柳田
永井 大江① （牟田正） 牟田正

吉田③
（野見山）②

午後

柳田 名和田 藤原 名和田 木村真①

 （武田）② 大迫② 髙橋② 伊賀上② 中嶋①
（藤村）② （大賀）④

（柴山）④

泌 尿 器 科 午前 國武 國武  國武 國武 國武
午後  國武  國武 國武  

整 形 外 科 午前 木村一 木村一 木村一  永井 木村一 木村一
午後  蒲原   

外　        科 午前 倉持 永井 倉持 倉持 倉持 倉持
午後 倉持   倉持   

月 火 水 木 金 土

糖 尿 病 

午前 藤原 柳田 野田② 藤原 名和田
名和田   （野見山）② 柳田

午後
柳田 名和田 髙橋② 伊賀上② 井上①

 （武田）② 大迫②
（藤村）②    

心 療 内 科 午後   藤原    
呼吸器内科（禁煙） 午前   吉田③  
脳神経内科（物忘れ） 午前    合馬⑤ 竹下⑤   
循環器内科 午前 南條 南條 南條

消化器内科 午前
牟田正 本多 牟田正 本多

牟田正 （牟田正）
午後 牟田正 牟田正

血液・膠原病 午後     中嶋①  

皮 膚 科 午後  （大賀）④    （柴山）④

（1） ■……非常勤医師 

（2） 非常勤医師所属一覧表
 ①九州大学病院 第3内科学教室 ②福岡大学病院 糖尿病教室　　　③福岡大学病院 呼吸器科学教室
 ④福岡大学病院 皮膚科学教室 ⑤福岡大学病院 神経内科学教室 

（3） （　  ）：外来日が隔週
 月曜  （武田） ： 奇数1・3・5週、 （藤村） ： 偶数2・4週
 水曜  （大賀） ： 奇数1・3・5週、 （柴山） ： 偶数2・4週
 金曜  （牟田 正） ： 1・3・4・5週、 （野見山） ： 第2週
 土曜  （牟田） ： 奇数1・3・5週

（4） 学会等で担当医師がかわることがあります。詳しくはあらかじめお問い合わせください。

備考：

一般外来［診療一覧］

［診療案内］

誠 和 会  牟 田 病 院

(H29.4.1)

専門外来

診療時間
　午前9：00～午後1：00

午前9：00～午後1：00午後2：00～午後5：00 
　　　　  ※外科  午後3：00～午後5：00
［急患の方はいつでも診療します。夜間、休日もご連絡下さい。］

診療科目 内科・胃腸科・循環器科・糖尿病内科・呼吸器内科・神経内科・リウマチ科・
小児科・外科・整形外科・泌尿器科・リハビリテーション科

病　　棟 一般病棟・回復期病棟（地域包括ケア病床を含む）・医療型療養病棟

そ の 他 地域連携室・健康診断・栄養指導・人間ドック

月～金 土




